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進路の手引き 
 

 

 

 

 

 

はじめに 

日頃より本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。本校では、視覚障が

い教育の専門性をもって、幼児児童生徒の教育的ニーズに応じた教育を行っています。キャリア教育に

おいても、進路学習会、進路ガイダンス、職場実習などのキャリア教育行事とともに、総合的な学習の

時間・総合的な探求の時間や特別活動など、複数の教科での横断的な内容を展開し、生徒が希望する進

路の実現に向けて取り組んでいます。 

高等部を卒業する生徒の進路は、進学、福祉事業所、就職と様々です。進路指導部では、進路実現に

向けての職場体験、事業所体験実習をサポートし、大学入試等、施設・教育機関へ受入れに向けての説

明や調整などを行っています。 

 

指導目標 

将来的な自立をめざし、キャリア教育を積極的に行う。 

職場見学・実習を計画・実施し、円滑な進路選択をめざす。 

多様なニーズや障がい状況に応じた職場や進学先の開拓を行う。 

個別の支援計画の充実を図るため、各分掌、担任、保護者、関係諸機関と連携する。 

卒業生のアフターケアーについて関係機関との連携を図る。 

 

大阪府立大阪南視覚支援学校 令和２年度 高等部普通科 
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進路指導年間計画 

月 
進   路   活   動   内   容 

高等部 １年 高等部 ２年 高等部 ３年 

4 月 進路希望調査（第１回） 進路希望調査（第１回） 進路希望調査（第１回） 

5 月 

進路説明会 

個人懇談・家庭訪問 

 

進路説明会 

個人懇談・家庭訪問 

事業所体験実習 

進路個別相談 

個人懇談・家庭訪問 

事業所体験実習 

6 月 

進路学習会① 

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

 

進路学習会① 

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

 

進路学習会① 

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ・進路適性検査 

大学入学共通テストマーク模試 

7 月 

個人懇談・進路懇談 

事業所体験実習 

総合学力テスト（記述） 

個人懇談・進路懇談 

事業所体験実習 

総合学力テスト（記述） 

個人懇談・進路懇談 

事業所体験実習 

 

8 月 
職場体験 

事業所体験実習 

ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ・進学相談 

職場体験 

事業所体験実習 

ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ・進学相談 

補習授業・受験準備 

事業所体験実習 

9 月 事業所体験実習 事業所体験実習 

センター試験志願票準備 

事業所体験実習 

大学入学共通テストマーク模試 

10 月 事業所体験実習 事業所体験実習 
大学 AO 入試 

事業所体験実習 

11 月 
事業所体験実習 

総合学力テスト（記述） 

進路適性検査 

事業所体験実習 

総合学力テスト（記述） 

大学推薦入試 

模擬試験 

事業所体験実習 

12 月 個人懇談・進路懇談 個人懇談・進路懇談 個人懇談・進路懇談 

1 月 
進路希望調査（第２回） 

総合学力テスト（記述） 

進路希望調査（第２回） 

総合学力テスト（記述） 

進路希望調査（第２回） 

大学入試センター試験 

2 月 
進路学習会② 

事業所体験実習 

進路学習会② 

事業所体験実習 
進路学習会② 

3 月 個人懇談・進路懇談 個人懇談・進路懇談 個人懇談・進路懇談 
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進 路 希 望 調 査 

年に２回、進路希望を確認させていただき、進路指導の確認をします。 

進路ガイダンス 

専攻科の教員によるガイダンスと、希望の学科の授業体験を行います。また、十分な理解を促すため

に、当日に向けての事前学習を行います。 

進 路 学 習 

1 学期には関係諸機関の講師による『労働』、『面接』、『福祉』などがテーマの講義や演習に参加しま

す。３学期の『先輩の話を聞く』では先輩の話を聞いて、学校生活を見直したり、卒業後の生活や自

分の生き方について考えたりします。 

模 擬 試 験 

学習到達度を把握するため、点字、墨字の拡大に対応している外部模試を受けることをお勧めしてい

ます。ご家庭での実施になりますが、申し込み等は学校が行います。 

進 路 懇 談 

ニーズに応じた情報を提供するため、ご希望の方には、学期末懇談に進路担当者が同席させて頂きま

す。各事業の説明や、事業所体験実習、サービスの利用に関する手続きの流れなどについて、説明さ

せて頂きます。 

職 場 体 験 

進路希望に応じて、または職業観の育成のために年間１～５日程度実施します。１年生では店舗のバ

ックヤードなどの体験、２年生ではベットメイクや点字図書館などの体験、３年生では、関係機関と

連携しながら、進路先が決定するまで採用を前提として行います。 

事業所体験実習 

進路希望に応じて随時、実施します。1年生で１～２日程度、２年生で２～５日程度、３年生で５日

程度の実習を行います。単独通所が困難な場合、保護者等による送迎をお願いします。 

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ・相談会 

大学などが開催するオープンキャンパス、進路相談会に参加し、希望する学校や学科を選びます。個

別相談を行う場合は、事前に学校より必要な支援について、要望を伝えます。 

大 学 入 試 

AO 試験、推薦試験、センター試験、一般試験に向けた準備をします。AO試験では、プレゼンテーシ

ョン、面接、小論文、ディスカッションなど内容に応じた準備を行います。 
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進路状況（１０年間） 

 

年  度 

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 計 

進 

 

 

学 

本 校 

専攻科 

保健理療科 1 2 2 0 1 2 0 1 1 1 11 

理療科 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 4 

理学療法科 
1 

 

0 

[1] 

0 

 

0 

 

0 

 

1 

 

0 

 

0 

 

1 

 

0 

 

3 

[1] 

柔道整復科 － － － － 0 0 0 0 0 0 0 

情報処理科 2 0 0 － － － － － － － 
2 

音楽科 
0 

 

 

[2] 

0 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

 

[2] 

大学・短大 
0 

 

0 

 

0 

 

 

[1] 

1 

 

1 

[1] 

1 

 

1 

 

1 

 

0 

 

5 

[2] 

教育機関等 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 

就  職 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

福祉就労・施設 1 2 0 7 3 3 5 5 2 3 31 

そ の 他 1 1 2 0 1 0 0 1 0 0 6 

計 
6 

 

6 

[3] 

4 

 

7 

[1] 

6 

 

10 

[1] 

9 

 

8 

 

5 

 

4 

 

65 

[5] 

[ ]は音楽科 
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進路先について 

 

 【 １ 】専攻科への進学 

    本校の高等部専攻科には、高等学校等を卒業した視覚障がい者に、職業自立をめざした専門教

育を行うための４学科があります。どの科も入学決定検査があり、総合問題（学科試験）、小論

文、面接、適性検査などで判定しています（検査の内容は学科によって異なります）。また、ど

の科も修業年限は３年で、卒業時にそれぞれの国家試験受験資格の取得が可能です。 

本校では、専攻科教員による説明会や、専攻科の授業見学などの進路ガイダンス、進路適性検

査などを実施して、生徒に自分の進路について考える機会を設けています。その後、専攻科への

進学を希望する生徒には、入学者決定検査受検に向けて、担任を中心に学科試験、小論文及び面

接の指導を行っています。また、あん摩師などを想定すると体力もある程度必要であるので、ク

ラブ活動等によって体を鍛えることもお勧めしています。 

 

学 科 名 取 得 資 格 就 職 先 

保健理療科 あん摩・マッサージ・指圧師 施術所（施術者）、 

企業（ヘルスキーパー）、 

治療院開業 など 理 療 科 あん摩・マッサージ・指圧師、 

はり師、きゅう師 

理学療法科 理学療法士（ＰＴ） 病院、老人保健施設 など 

柔道整復科 柔道整復師 接骨院 など 

 

   

        大阪南視覚支援学校ホームページ（専攻科各学科案内）   

 

 

 

 

 

学校パンフレットは本校の図書室で閲覧していただけます 
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【 ２ 】大学・短大への進学 

 大学・短大受験において、視覚障がい者に対する受験にかかる配慮や、入学後の受け入れ態勢

は、残念ながら十分とは言えません。受入れ組織や制度が整備されている大学もありますが、 

障がい者を受入れた実績がまったくない大学・短大も多くあります。 

    そのため、できるだけ早い時期からオープンキャンパスなどの行事に参加し、受験上の配慮や

入学後の学修や生活のための支援について確認しておく必要があります。確認する具体的な内容

には、以下のようなものがあります。 

 

〇入試の配慮事項 

・志願票などの出願書類の代筆記入 

・点字による出題および解答、試験問題の拡大（拡大率も明記） 

・試験時間の延長（１.３倍、１.５倍）および別室での受験 

・パソコンや点字盤、点筆、点字タイプライター、拡大読書器、照明器具等の使用 

・受験会場内の誘導、保護者の誘導など 

〇入学後の学校生活 

・講義の教科書・教材の提供方法、実技・実習への配慮、レポートの提出方法 

・点字ブロック等の設備、音声による案内などの施設・設備 

・大学当局によるサポートやボランティア団体への紹介など 

 

    また、学習到達度を把握するため、点字対応、拡大文字対応をしている外部模試の受験をお勧

めしています。実費負担（令和元年度２,８８０円～３,１４０円）になりますが、総合学力テス

トや大学入学共通テスト模試を希望者に実施しています。 

１・２年生には 11月実施（記述）、３年生には６月または９月実施（マーク）を案内していま

す（７月、1月実施等も受験可能です）。 

 

卒業生進路先 

     ・大阪教育大学 ・桃山学院大学 ・同志社女子大学 ・四天王寺大学 

 ・大阪産業大学 ・大阪音楽大学 ・相愛大学  

   

    全国障害学生支援センター発行『 大学案内障害者版 』 

 本校の図書室で閲覧していただけます 
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【 ３ 】職業訓練 

大阪府の視覚障がい者を対象とした職業訓練施設は、大阪障害者職業能力開発校、日本ライトハ

ウス視覚障害リハビリテーションセンターの２ヶ所です。職業訓練施設では、ワードやエクセルな

どのパソコンスキルを向上させて企業の事務職を目指したり、企業の会議などを録音したものを聞

き取り、パソコンの音声読み上げソフトを使用して活字化することを主な仕事とする音声起工士を

めざしたりしています。選考試験には、一般知識、面接試験、タイピング実技などがあり、申し込

み時にはハローワークで求職登録をおこないます。詳細は大阪府発行パンフレット『職業訓練ガイ

ド LET’S TRY! 2020』を参考にして下さい。 

 

職業訓練を希望する場合の流れ 

２年次  学校説明会、施設・企業等体験実習 

３年次  体験入校等、入校申し込み（ハローワーク窓口）、選考試験２月 

 

各校及び施設で取得可能な資格 

大阪障害者職業能力開発校 

【オフィス実践科】 ◆簿記能力検定 ◆ワープロ検定 ◆情報処理技能検定 

 日本ライトハウス 視覚障害リハビリテーションセンター 

【ビジネス電話交換コース】 ◆秘書検定２・３級 ◆電話オペレーター技能認定 

【ビジネス会計・経営コース】 ◆簿記検定２・３級 ◆ビジネス会計検定２・３級 

【情報処理パソコン活用コース】 ◆IT パスポート ◆PC 検定３級 

 

   

大阪障害者職業能力開発校 オフィス実践科 

所在地：堺市南区城山台 5-1-3 泉北高速線・光明池駅 

 

日本ライトハウス視覚障害者リハビリテーションセンター 

所在地：大阪市鶴見区今津中 2-4-37  ＪＲ学研都市線・放出駅 

 

大阪府発行パンフレット『職業訓練ガイド LET’S TRY! 2020』 

    

 

本校の図書室で閲覧していただけます 
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【 ４ 】福祉サービス 

 

本校の校区は、大阪府全体を大阪北視覚支援学校と２分する非常に広い地域です。校区内には多

くの福祉就労施設や作業所などがありますが、校区が広いため本校の卒業生が通う施設と在校生が

希望する施設が一致することはあまりありません。また、利用者に視覚障がい者がいないという施

設も多いため、できるだけ早い時期に希望する施設を探し、見学や相談を経て、実習を行うことが

重要です。各市町村の障がい者基幹相談支援センターを介し、卒後に向けた連携を図ることもお勧

めします。実習を実施するまでの流れは以下のようになります。 

 

① 進路希望調査や懇談などを通じて、本人、保護者のニーズを明確にする。 

② 在住市区町村の障がい福祉科窓口や、相談支援センターで情報を得る。 

または、進路指導部の教員が施設を訪問する。 

③ 施設に保護者や生徒の見学を依頼する。 

④ 実習を実施する。 

 

体験実習については、施設が安全に利用できるか、就業内容が合っているかなどを見極めること

を目的とするため、早ければ１年次から、２年次には必ず実施し、３年次には施設が決定するま

で、同一の施設で複数回の実習を行うこともあります。生活介護施設であれば、施設側から受け入

れの返事をいただき、市町村による障がい支援区分が認定されれば、その後は施設と保護者との直

接交渉による契約となります。施設選択の最初一歩として、就業内容、送迎、昼食、工賃、設備な

どから、必要であると思われることの優先順位を決めておいてください。 

 

 

 

福祉サービスについては、大阪府福祉のてびき７章 

『障がい者総合支援制度』をご参考にしてください。 

 

 

 

 

 

QR コードでも 

アクセスできます 
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主な福祉サービス 

 

 

 

 

訓

練

等

給

付 

自立訓練 歩行や点字などの身体機能の向上のための機能訓練や、食事やコミ

ュニケーション能力の向上のための生活訓練など、自立した日常生

活や社会生活を営むために必要な訓練の提供。学校の延長のような

『学びの場』を提供している事業所もある。障がい支援区分は必要

なし。標準年限２年。 

就労移行支援 就労を希望する方に対して、生産活動などの機会の提供を通じて就

労に必要な知識や能力向上のために必要な訓練の提供。標準年限２

年。 

就労継続支援 B型 就労機会の提供と生産活動などの機会の提供を通じて、知識や能力

向上のために必要な訓練の提供。就労移行支援事業所の利用を経

て、利用することができる。送迎サービスがある事業所もある。 

就労継続支援 A型 ハローワークを通じた雇用契約で最低賃金を保証されながら働き、

技術を身につけて一般就職を目指す。送迎サービスはないため、公

共交通機関を利用できることが必要。 

 

介 

護 

給 

付 

 

生活介護 障がい者支援施設などの施設で日中に行われる入浴、排せつ、食事

の介護や、軽作業や農業などの生産活動、創作的活動などの機会提

供がある。18歳時の障がい支援区分３以上で利用できる。送迎サ

ービスあり。年限なし。 

同行援護 視覚障がいによって移動に困難がある方に対して、外出の際に必要

な情報の提供をはじめとした円滑な移動の援護。 

 

 

卒業生の主な進路先 

  ・はぁとらんど浅香 ・ほんまちライフ ・モンキーばなな ・なでしこデイズ 

・ぽぽろスクエア ・つみき ・えーゆールーム ・ひよこ作業所 ・光道園 

 ・太平 ・絆あけぼの ・はたけの家ぼだい ・日本ライトハウスきらきら  

・あのね工房 ・ＣＯＣＯＲＯ ・スコモジーナ ・かえで ・昴 ・ベルカント 

・ｼﾞｮﾌﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ OSAKA ・であい ・シルフ ・よさみ野共同作業所  
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過去の体験実習先 

 

高等部普通科 体験実習・見学先 一覧 

事 業 所 名 称 住   所 サービス種類 

ジョブトレーニングセンターOSAKA 吹田市江坂町 1-23-19 304 就労移行 

東成育成園 大阪市東成区大今里西 1-1-15 生活介護 

ＮＰＯ法人オリオン 昴 大阪市東成区玉津 1-1-29 就労Ｂ型 

日本ライトハウスきらきら 大阪市鶴見区今津中 2-4-37 生活・自立 

わんさかわだち 大阪市生野区桃谷 1-4-12 生活介護 

各駅停車 大阪市阿倍野区阪南町３3-35-2 生活介護 

シルフ 大阪市阿倍野区阪南町 3-43-8 生活介護 

なでしこデイズ 大阪市東住吉区駒川 5-22-27 生活介護 

生活訓練つみき 大阪市住吉区南住吉 1-4-15 自立訓練 

だんでらいおん 大阪市東住吉区住道矢田 6-5-27 生活介護 

ポンチセぴりか 大阪市東住吉区今川 4-17-23 生活介護 

スカイ・アンドロメダ 大阪市平野区瓜破 2-1-64  就労Ｂ型 

大阪市職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 大阪市平野区喜連西 6－2－55 職業訓練 

デイケアセンター夢飛行 大阪市西成区岸里東 1-5-25 生活介護 

はぁとらんど浅香 大阪市住吉区浅香 1-7-15 生活介護 

ひよこ作業所 大阪市住吉区我孫子 4-10-24 生活介護 

よさみ野共同作業所 大阪市住吉区山之内 4-12-31 生活介護 

大領地域の家 であい 大阪市住吉区大領 5-6-2 生活介護 

ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ協会ＣＯＣＯＲＯ 大阪市住吉区大領 4-13-26 生活介護 

なないろ作業所 大阪市住吉区苅田 9-2-28 生活介護 

さくら 大阪市住吉区浅香 2-2-57 生活介護 

生活訓練 つみき 大阪市住吉区南住吉 1-4-15 自立訓練 

住之江 木の実園 大阪市住之江区御崎 3-2-2 生活介護 

いんくる 東大阪市菱江二 2-7-3 生活介護 

大阪障害者センターぽぽろスクエア 松原市天美我堂 2-339-1 自立訓練 

ほんまちライフ おりひめ 羽曳野市野 492-8 生活介護 

つじやま作業所 富田林市廿山 20-8 生活介護 

ＮＰＯ法人ぬくもり かえで 河内長野市石仏 116-3 生活介護 

たんぽぽの丘 大阪狭山市山本中 1358 番地 生活介護 

モンキーばなな 堺市西区上野芝 2-7-3 生活介護 

ケアセンターはるかぜ 堺市堺区香ヶ丘町 1-3-1 生活介護 

絆あけぼの 堺市南区三原台 3-40-8 生活介護 

はたけの家ぼだい 堺市東区菩提町 2-15 生活介護 
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大阪障害者能力開発校 堺市南区城山台 5-1-3 職業訓練 

おおはま障害者作業所 堺市南区東湊町 5-276 生活介護 

あのね工房 堺市北区百舌鳥梅町 3-15-9 生活介護 

あいらぶ 堺市北区百舌鳥町 1-19-6 生活介護 

げんき作業所 堺市中区深井中町 1197-1 生活介護 

えーゆールーム 堺市中区深阪 1-13-83  生活介護 

ゆずの佳 ゆずスタ 堺市中区土師町 3-32-32 生活介護 

大阪ワークセンター 和泉市伏屋町 5-10-11 就労移行 

いずみ通所センター 高石市取石 5-10-35 生活介護 

ＮＰＯ法人ベルカント 泉佐野市大西 2-3-3 就労移行 

ライフワークぎんなん 泉佐野市日根野 3532 生活介護 
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【 ５ 】就職 

 

本校では、進路希望に応じて、またはキャリア学習として職場体験を実施ししています。１

年生では店舗のバックヤードなどの体験、２年生ではベットメイクや点字図書館などの体験を

行います。専攻科を卒業後に「あん摩・マッサージ・指圧、はり、きゅう」の三療を希望する

生徒が多いことから、高等部本科から一般企業や特例子会社、公務員などに就職したことはほ

とんどありません。しかし、一般企業等への就職をする場合、３年生の９月には採用選考が始

まるため、なるべく早い時期に志望職種を決め、学科試験や面接練習などの採用選考に向けて

の準備を始めておくことが重要です。 

 

求人票による求職スケジュール（３年次） 

    ４月  求職相談会 

    ５月  求職登録（一般就労、A型事業所） 

    ７月  求人票受付、事業所募集活動開始 

    ８月  応募前職場見学 

    ９月  推薦開始、採用選考・内定開始    

                                 

 

卒業生進路先 

  ・蓬莱本館 

 

 

   


